
グローバル人材育成の試み(1)
ーイオン1%クラブ主催アジア・エコリーダーズに生徒を派遣して

1_アジア・エコリーダーズ参加までの経緯、相え要

イオン 1%クラブが主催し、インドネシアのジャカルタを中心に2013年8月18日

(田~28日(水)に行われたアジア・エコリーダーズに、 10名の生徒と教員 1名が

参加した。イオン1%クラブは、イオンの主要各社の税引き前利益の1%を使って、

社会貢献活動を行うために作られた組繩である。前年度(2012年)には、国中倒交正

常化如周年を記念する日中高校生交流事業として、日本と中国の高校生100名ずつ

が相互訪問・学校交流・ホームステイなどを行うプWグラムを主催し、本校からも巧

名の生徒が参加した。

アジア・エコリーターズの大学生コースは2山2年から実施されていたが、高校生コー

スの実施は籾めての試みであった。イオン1%クラブから届いた参加要請書には以下

の上うな目的が記されていた。

副校長

地理歴史科(地理)

英語科非常勤講師

・日本、中国、アセアン諸国の青少隼が環境に0いて多国間交流や環境問題をテー

マとしたディスカッションを行うとともに、環境リーダーを育成する。

・第1回のテーマはゴミ問題とし、「捨てれぱゴミ、使えぱ資源」に象徴される撒

ミの3R問題について、ジャカルタ市政府に対し、市民への啓業キャンペーン

を提案するとともに、参加者同士の交流を深める。

・参加倒は撰本、中国、インドネシア、ヤレーシア、タイ、ベトナムの 6 力国、

高校生90名が 10チーム a チーム9名)に分かれてディスカッションを行う。

・日本からの参加者20名、参加校はお茶の水女子大学附属高等学佼および、東京

都立西高等学校

2.生徒募集と選考

イオン 1%クラプからの要諭は「ゴミ問題についての英語によるディスカッション
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今主で本校が絲験したことのない国際交流の内容であったので、生徒募集、参加者

の決定、事前指導f難備、 W 日間のプログラムの実施、事後指導の寸べてが手探ので

あった'参加した生徒、送り出した学校ともに、困難なことも多くあったが、また同

時にこの経験から得られた知見は大変大きなものがあ0たと考えている。ここに記録

をとどめ、今後の国際交流・グローバノレ人材三力女の手がかりとしたい。(石井)
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ができる生徒を割対Z西高校と合せて20名ご推鷲ください」ということで島0た。両

校の生徒数などを勘案して、本校での募集は8宅,とした。昨年の口中高校生交流事業

よりかなりハードルがi高いので、希望者がたくさんは出ないのではないかと予想して

いた。実際は予想がはずれ、 1年生 15 名、 2年生 13名、合計28 名の応募があり、

派造生徒の選昔がZ、要となった。最終的には都立西商校との話し合いで、冬校からの

参加者は川名ずつとした。

選老は、①環境問題に謝'する興扶・閥心、②英語によるコミュニケーションカの2

点を柱として行った。そこで、応募裟全員に資料①に示t選肴資料レポートの提出を

求めた。問いの 1は上記の①に該当し、おおよそB5判用紙1~2枚の分量とした。

これについては中には英語で書いてきた者、日本語と英語両方で書いてきた者もあっ

た。②のみ鰯吾によるコミュニケーションカについては、 2年生は1年次の英語・の成績

およびべネッセ英語ニミュニケーションカテスト(G.TEC)の成績および英語検定の

取得級を評価対象とした。 1午条.についてはこの時期まだほとんど評価するべきデー

タがなく、入学検定試験に船ける英語の成穎と英語検定の取得級を評価弦寸象とした。

今回の応募者の中には何人か海夕y矧主経験のある者もいたが、英語で教育を受けてい

たという例はほとんどなかった。最終的には各学年を担当tる英語の教員、担任教員

0"慧見も参青とし、 1年生5 名、 2年・生 5 名を決定した。申請書(英文)、参加制意

1夕を用意してイオン】%クラブ事務局に提出、旅券のコビーの用意を参加生徒に指示

した。(石チ卞)

◎参加が決定した10名の基礎データ
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(1)事前学習レボートとその発表会

当初、事前学習レポートは日本語版を提出し、発表会も日本語で行い、その後レ

ポート・発表会原希辻も英語にする手順を毛えていた。しかし、事削片旨導のスケ

ジュールに示したように、市前学習レボートの概要英1副仮の提出をまず第1に行い、

その後日本語版の提出となった。また、発表会も最初から英語で行うこととなった。

これは英語版のチェックを本校英語科非常勤講師の作田久美子先生のご恊力の下、

本校ALTのりビー先生にお願いする1学期末の日程上の都合によった。非常にタ

イトな日程の中であ0たが、英語の概n制扱を作田先生、りビー先生にチェックして

いただき、それを元にそれぞれ5分間の英語によるプレゼンテーションを行い、論

本語レポートも提出Lた。

発表会では、パワーポイントを使用した発表資料の用意もできる限"行うよう指

示したが、大部分の生徒が作成することができた。また、他の人の発表に対して、

必ず1回は英語で質問寸ることとしていたが、これにっいても何とかクリアーする

ことができた。発表会の様子を資料③の写真に示t。怖'井)

(2)英語によるディスカッションのトレーニング

2013年7月、本校の 1、 2年生.10名がジャカノレタで行われるアジア・エコリーダー

ズに出席することとなり、その事市ブ学習を行うこととなうた。 3回という極めて少

ない配汁明で生徒たちに英語でのディスカッション、プレゼンテーションなどを教え

なけれぱならない。英米諸国に住み、日常生活での会話に不足はないといった生徒

は皆無であり、ほほ'斗社匁的な日本の高校生たちである。まず、念頭においたのは背

景矣R識の充実であり、その次にディスカッション、基本釣なブレゼンテーションの

やりかたを教えることであった。ここでそれらについて具体的に述べていきたい。

1)背景知識の学習について

生徒たちは英語で各良の自治体のゴミ処理にっいてレポートを霄き、 ALTのり

ビー先生に添削をお取⑪、した。またジャカルタのゴミ闇題にっいての英語の記箏

を統み、現状と問題点を把握してもらった。その他のゴミ問題にっいての複数の

英語の記事を配布L、それらの紀事からゴミ問題で用いられる英語の語禁プリン

トを作り、配布Lた。ジャカルタのゴミ問題の記事は、英語が口をっいて出てく

るように家で何皮も音涜するよう指導した。

2)ディスカッションについて

基本的なディスカッションのやりかたを説明したプリントと用語集を配布し

た。英語でディスカッシ"ンを行うというのは生徒にとって初イ都険である。しか

も様々な誰りのある英語を理解し、なおかつ向分の意見を英語で述べなけれぱな

らない。言うまでもなく、生徒にとっ、ぐハードルが高く、英語力とともに、メン

タルの強さが必要となる。しかし、トビックはすでに決まってぃるので、前もって、

琶見や提案などを英語で誘えるよう都H貼させた。事前学習2、 3回目には米国人
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と英餌人の先生に来てもらい、 2グループに分けて英語でのディスカッションを
練習した。

3)プレゼンテーションにっいて

基本的なプレゼンテーション、パワーポイントの作りかたにっいてのプリント

を配布した。生徒たちの作ったパワーポイントをフ田ントアウトし、大艷でプレ

ゼンテーシヨンを教えている先生、にチェックをお願いした。また米国人と英属人

の先生には生徒のパワーポイントのヲ矯吾のチェッウをお原賃いした。生徒たちは最

後の耶t前学習会でプレゼンを行い、ネイティブの先生たちのコメントをもらった。

最後に、反省点として、生徒たちに多くのことを詰め込みすぎ、かっ練習時聞が

不十分であったことがあげられる。誓半斐の授業から、英語で自己表現する習慣と訓

練をする嵯要性を感じた。利、にとっても、生徒たちが将来国際的に活認することを

見1居えての英語數育にっいて老えさせらオ1る1条験であった。ディスカッションの糸東
習の様子を資料④の写真に示t。(作鴎)

(3)インドネシア研究者による現地事情のレクチャー

都立西高校の引率者である佐膝留美教諭の企画で、インドネシア研究者による現

IW暇情のレクチャーが3回にわたり行われた。講演者等のコーディネートは都立西

商校生徒保護者の村松氏による。本校生徒の参加は任意としたが全員が1回は参

加tることとした。 tべて英語によるレクチャーで、参加生徒にとっては英江斗こな

れることと、インドネシアの基本的な恬報oy学習という両面で有意義であった。し

かしここでも、レクチャーの民程は、 1学期期末考査の最終日、 2年農場実習 1

年学カテストの最中ということで、強行軍とな0た。(石井)

(4)その他

1)タイの留学生によるタイ事情のレクチャー

本校ではタイ王倒からの国費留学生を受け入れ、一般生徒と同じ教育課程で

入学から卒業までの3年リ打の教育を行っている。第3学年.に在籍tる2名の留

学メ上に、タイの環境問題の現状にっいて、ンタチャーをお願いした。
2)参加生徒保護者事前説明会

参加生徒10名の保護者に対し、事前説明会を実施した。日時は、1学唯切末の 1.

2牙Z主の保護者会の日に設定した。今回、主催者のイオン1%クヲプの説明会

では保護者に剣'する説明は尖施されなかったので、この会が保護者に対tる唆

の説明会とな0た。派造の趣旨、実施の概要、事前学習を含む派造までの推

備にっいて、学校側力、ら説明を行った。また、海外旅行保険の加入にっいても

お廊乳、した。現地でのプレゼンテーシ三ンやディスカッションに必苧な機材に
ついても捌齢忍を行った。
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3)イオン1%クラブによる事前説明会

1学期終業式の午後に、主催者であるイオン1%クラブによる苛.鋪力説明会が

本校で行われ、本校生徒および都立西i{1泰交生徒が参加した。内容は、イオング

ループ環境社会貢献部の中ノ理子氏による「東京ゴミ旺"青:ゴミ分別に悶わる

法体御WX鑑緯と現状にっいて」のレクチャーと、担当者によるプログラムの説

明であった。昨年の日中高校生交流事業でもそうであったが、イオン1%クラ

ブの対応は丁寧で、生徒を派造tる学校として、安心できるものであった。
4)その他

現地で使用tるお捌オとして生徒用・教員用併せて6台のタブレット端末一式

を学校で用意し、生徒に分担して持って行かせることにした。また、他国から

参加tる生徒への説明用として、英1吾版の学校案内パンフレットを 1名にっキ

1,0部用意し、おみゃげ用の学校オリジナルグッズとともに、各生徒に持たせ
た。(石劣力

4.実施

イオンアジア'エコリーダーズ10日問の行程の概略は次の通りである。現地での

活動の様子を資料⑤~⑨の写真に、最終の日程げ艇鋤表を資料⑪日程表に示寸。

8 村 18 H

8月19日

(日)成田発ジャカルタ着

(阿)ジャカルタ市内視察、オリェンテーション、
ウェルカムパーティー

インドネシアおよびジャカルタゴミ出情・環が齢様謎、

生徒による各鬮のゴミ事情のブレゼンテーション

U Azhar high scho01 訪問

80k鵬i ゴミ処理場、環境関連施設視察

ジヨクジャカノレタへ移動

ゴミ銀行視察とボロブドゥール避跡視察

ジャカルタへ移動

チーム毎にディスカッション、キャンペーン案準備

プレ、ゼンテーシ帯ン・キャンペーン提言、表むり

イオン環境財団記念植樹参加、バリ島へ移動

バリ環ザ井見察、フェアウェルパーティー

ジャカルタへ移動後、蜂国(成田勲マ8fD

8月20 H (火)

8月22日(木)

畏 0村

8"船掘

8月24 H

8日 25日

8月26日

8 j] 27 民

(金)

(田

綱)

(火)
L-

鯨日の活動の中で最、印象に残0たこと・気付いたこと・ぢぇたことを、生徒に記
録させた。その記述から日々の活動内容を紹介しっつ"蔀走の印象.兎U貝をAわせて
記す。
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19日(月)ジャカルタ市1火井児察、オリエンテーション、ウェルカムバーティー

'バスの中から、ジャカルタ中心1折の高鱗ビル、中間層の人々の家、スヲ

ム街を見ました。発展している一方で、貧しい人たちも同じ都市にいる

のだと,習いました。

初めて「スラム」というものをこの目で見ました。川では止まることな

くゴミが流れて、生活水を汲み上げる所と排紲tる所が同じだったこと

に本当に衝N裟を受けました。

6力国の井才走が初めて顔合わせをしました。自分のチームメンバーに

会0て、知1杓で而白い印象を受けました。

.中国の子の自恬に満ちあふれた感じに圧倒された。

10 グノレーブのうち半分くらいのりーダーが中国人だった。中国社会では

リーダー役を務めた人が高い評価布齢m を得られる仕經みらしく "廿二
翫1、

段から常に裁極的である。そして英語の力も白信もあるから皆をまとめ

-6Z -

今随1のプログラムには、日本とインドネシアから 20 人ずっ、中国、タイ、ベトナム、

マレーシアから 10 人司'つ、合群'80名の高校生が参加した。生徒達はAからJ までの

10チームにあらかじめ分けられておの、各チームは月本とインドネシアから2人ずっ、

他の4力国から1,名ずっ、 6力国8人で構成されていた。オリェンテーションの際に

顔合わせが行われ、自己紹介の後にチームリーダーの選出を行った。中国の参加者の

積杓計生力沸築立ち、10 チーム中、 6チームのりーダーが中国、 3チームがインドネシア、

1チームがタイとなり、 U本、マレーシア、ベトナムからはりーダーが出なかった。
ーー「

20日(火)インドネシアおよびジャカルタゴミ事情・環境講義、生徒による各国

のゴミ事清のプレゼンテーション、 NAzh輩h喰hschoo]訪問
インドネシアとジャカルタのゴミ処理の4割蚊と3Rにっいてのレクチャーを

受けました。想像よりはしっ力由していたとと14籍きましたが、日本の制度

を伝えることができれぱ何か変わるかもしれないと思いました。

レクチャーは3つともレベルが高く、閉き取れないものもあった。

'正直言うて、レクチャーで何を言0ているのかさうぱ力わからなかった。

"珍炎の内容がとても興味深いものであ0と言う間に時間が過ぎた。その後、
各畷のゴミ夢恬についてのブレゼンがあり、他の国の人たちが行うブレゼ

ンの上手さにとても驚いた。そして日本のプレゼンをしてくれた人たちt入

短いΠ剖削しかなか0たのに他の国に劣らないくらいのプレゼンをしてくれ
て良かった。

ることができるのだと思0た
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AIAzh紅 hi帥 SC加01 でゴミ職き場を見ました。この商校はとても有名

で良い場所のはずなgXこ、ゴミ置き場のにおいはひどく、ハエも飛び交っ

ていました。教育の揚・でこれでは、ゴミに対する巡才哉も上がりにくぃだ

ろうと思いました。

午前中はインドネシア全体とジャカルタのゴミ*:情にっいてのレクチャーを受けた

が、内睿が専門1約である上に、インドネシアなまηの英語であったために、理解が難

しい生徒も少なくなかった。一方で「興畩深い」「7割は聞き取ることができた」と

言う生徒もおり、個人差が大きいことがうかがわれた。

午後から1茄罰したAIAzhar は、ジャカルタのイスラム系の名門校で、 dY孕生から

商校生までが学噛二火規模な学校であった。登下校の送り迎えに運転手や使用人がくる

ような家庭の生徒が通う学校で、教室等0力商設は整0ているが、見学したゴミ殿き場

は衛生的とはいえず、ジャカルタのゴミ問題の現実を知ることができた。

また、校内には男女別に礼拝のスペースがあり、ちょうど見学中に礼拝時闇になっ

たため、 NAzh壮の生徒達は礼拝に参加していた。この日に限らず、インドネシア

とマレーシアのムスリムの生徒達は、礼拝の時間には他の生徒と別行動でお祈りをし

ており、生徒速は灸畍哉として知0ていたイスラム教徒の五行のーつである「礼拝」を

目の当たりにして驚く一方、特男畔見しがちなイスラム教徒の商校生も自分達と変わら

ぬ普通の高校生であることも認市哉していた。

21日(水) Bekasiゴミ処理場、衆境関述施設視察ジョクジャカルタへ移動

.ゴミ処理場へ行きました。日本のゴミ処理場にいった時とは違い、本当

に臭いが蔓延していました。「スカベンジャー」の村のようなものがあり 、

(絶対に健康に悪いは十で、)職業がそれしかないにしても、この社会構

造は変えなくてはいけないと思いました。

・最赤冬処分場は想像を絶tるほど臭か0た。ゴミの"Nまいくっもあり、さ、

らに増えているということを知り、この現状はなんとかしなけれぱなら

ないと心から実感した。

.1.場の人とたまたま2人で話した時に、f日本は処理の制度力珂參ってぃて

うらや主しい」といわれて、少しでもごの人達の力になりたいと思いま

した。

この巽はBekasiのゴミ処理場の見学に向か0たが、数キロも手前からバスの中で

も悪奥が感じられるほどであった。現地で講義を鬮いてぃる閥も悪奥はtさまじく 、

具合の無Kなる生徒も出た。ゴミ問題の深刻さを感じるとともに生徒達は処分場で

ゴミを拾って生活する「スカベンジャー」の存在に衝撃を受けてぃた。

この後、ジョクジャカルタへ移動する際に航空教姥が大幅に遅れ、ジョクジャカルタ

到着t"屡くなり、生徒達には長く厳Lい 1日となった。イイ斗澗を巌していた本校の生徒
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2名は、ジ卦クジャカルタへ移動せず、ジャカルタで蔀辺建するごととなうた。

22日(木)ゴミ銀行視察とポロブドゥール遺跡視察、ジャカルタへ移動

ゴミ銀行では、ゴミを売ってお金を貰えることと、ゴミ自体をバッグにす

ることを学びました。一般の人がニンポストを利用していることは見習う

べき所だと思いました。

・お金をもらえれぱ多くの人がそのプロジェクトに取り組もうと寸るし、リ

サイクル品の回収1。より効率的にできると思った。

・ゴミ銀行はインドネシアだけでなく、世界中でも進んだ制度であると.誓、い

ます。しかし課題は、その存在をどのようにして多くの人に知らせるかで

あると愿います。

・ボロブドゥール遺跡では、壮大な自然と異国αX疹史に触れたことで、地球

1 の偉火さを実感しました。

ジヨクジャカルタでは Banksampah を見学した。業本語では「ゴミ銀行」と訳し

ているが、ゴミを集めて持0て行くと通瞬にお金力"貯まる仕組みで、創設者のバンバ

ン氏から話しを朋くことができた。また、集めたゴミを利用してバッグなどを作成・

販売したり、生ゴミをコンポストで堆肥にして利用するなど、 3Rの活動が積極的に

行われていた。

その後、ボロブドゥール遺跡を訪れ、インドネシアの文化と歴史を学ノνだ。

23日(金)ディスカッション、キャンペーン案準備

.一日中 Discussion というと不安だったが、思っていたより話しゃtい雰

鬮気だ0た。

・一番心配していた日でしたが、千厶の班はチーム内でさらに3つのグノレープ

に分け、まず3人単位でディスカッションしました。互いの意見を吾'いや

すく、私し意見を述べることができました。

ジャカルタに来るまでに考えていた自分の意見、レウチャーを聞いて感じ

たこと、"本のtぐれた制度など、白信がなくても伝えてみると、皆は興

峡を示してくれ、ぐ、チャレンジtるのは大切だと思うた。

.私のチームはりーダーの子が陶己主張が激Lか0たので、ディスカッショ

ンというよりは、個々の作業にな0てしまいました。も0と英語が話せて

いたら、私1,t,つともっと意見やアイディアが出せたのにと、悔しか0た

でt。

無力だった。一番くやしいと思0た日。何もできなかった。英盲吾で喪現で

きるようになりたい!と強く怠った。くやしい。負けたくない。

朝の8時から夜中まで各チームは議論し、プレゼンテーションの進備をした。リー
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ダーの資質によって、チームの雰囲気が大きく異なることがうかがわれた。また、

藥の壁を越えられずに悔しい思いをしたり、何とか自分の老えを伝えて達成感を感じ

たり、と生徒の感想も様々であった。

24日 (土)プレゼンテーション・キャンペーン提言、密査・i韓評、表彰

プレゼンにおいて、時間を守ること、そして正しい情報を利用すること.

がどれ様ど大切なのかを身をもって知った。

緊張して鳥、が止まりそうで吐きそうになった。時間ギリギリで原稿を.

カットしたり、舞計幾応変に活動できた。

どのグルーブも索敵な案を琶え、ていたから、すぐには無理でもこれらの

案がジャカルタのゴミ問題に役立てぱいいな上思う。

各グループで色んな考え、プレゼン方法があって市Ⅱ敷になりました。

プレゼンは上手く行きませんでした。いくら国がみノνな遂ってぃると.

いっても人として協力し合わなけれぱ、絶対に成功しないと感じました。

プレゼンテーションと表章効§行われた。ディスカッションの成果を提言にまとめあ

げ、 5分間のプレゼンテーションとして発表tるのは時間的に厳しく、どのチームも

夜中まで池備や1東習に追われていた。上位3チームが表彰されたが、選にもれたチー

ム、それぞれ努力を称え合い、達成感を鴾ていた。また、他のチームのプレゼンテー

シ齒ンから学ぶことも多く、 2日闇で大きな成果を上げることができたといえよ つ。

, 25日(日)イオン環境財団記念植樹参加、バリ島へ移動 1

'植樹をすることで、 1本の木を池えるのに、こんなに苦労がいるんだなとい

うことがわか"、私たちのような若い世代が、もっと求来のために努力して

いかなけれぱいけないと思った。

マングローブを暑い中、腰をかがめて植えたことで「なくtことは簡単でも、

取り戻tことは時間がかかるし大変なんだ」と思0た。

作業時闇が1時間もなくて少し物足りなかった。私たちが植えたマングロー

ブが育0て繼ξでい0ぱいになると穹えると本当に撚1しい!!

マングローブが育つには長い時周がかかるので、,一時的にではなく長い間気

にかけてあげられればと思いまt。

10午後くらいに私たちの械えたマングローブを見に行こうと思う。

文化の逮う人が関わり合うのはお互いが努力しないと難しいでt
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イオン主催の記念和廿封に参加し、マングローブの苗木を植えた。日本からイオング

ループの多くの日太人が参加しており、生徒はその規模の大きさに驚いてぃた普段

ヴX畏場実習からtると作鞭が少なく、物足りなさを感じる生徒もいるーカ、疲労と暑

さで体謁を崩t生徒もでた。
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机赴対の後は、多くの生徒が楽しみにしていたバリ島に移動した。

1'、"、 ー"ー'""'、!

26日(月)バリ蹴境視察、フ=アウェルパーティー

ジ・ヤカルタの騒がしく濁った 1・棚田は2時間かけて来ただけの価H直がある。

空気とは全く違うものを肌で感じることができた。インドネシアの多様性 1
の・一割"よ理解することができたと思う。

・フェアウェノレパーティーでのソーラン節は最高"!

・フ:30からソーラン節OX映習をしたし、バスの中でもずっとやったかいが 1
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L____^Itいの?」といわれてしまいました。

あうて、ちょっと失敗したけど盛り上がったから大成功!

フェアウェノレパーティーで歌った" wearethe world" はとても心に残り

ました。まだちゃんと話したことのない人と話t最後の機会でした。「キモ

」一.ー、一]一ー"^ーー「一,「"「.,【.,「一,".~,,"...ー.,"ー".「

プレゼンテーションを終えた生徒達は、バリ島ではバロンダンスや棚田の見学、'市

場でのショッピングなどを満喫Lた。夜にはフェアウェルパーティーカ并蛸かれ、各国

毎に出し物が演じられた。 B本の生徒達は撰本を発つ前に準備ができず、ジャカルタ

についてから相談を姑めてソーラン節を踊ることとした。ホテルの庭やロビーの片隅

で練習をしたり、鉢巻きにtる布を現地で藹逐したりと、当日の発表までは大変であ0

たが、他倒の溶井交生も「ソーランソーラン」「どっこいしょー、どっこいしょ」と掛

け声をかけてくれるなど会場を沸かせた。民族衣装を着て伝統約な音楽を披解する鬮

もあり、日本人の生徒に「キモノ着ないの?」という質問もでたようである。参加者

が一堂に会する最後の機会とあ0て、生毛樹語は別れを階しみつつ楽しノνでいた。

27日(火)帰鬮

・インドネシアは本当に磨然が美しくて、それをず0と保っために、もっと

ゴミ問題などの嬰捗訂剖題に関心を持つべきだと'思いました。

・今日は他の国の人とお別れで、短い間だったが共にたくさんのことを考え

たイ,,N剖で名残惜しかった。

笥゛完から海が見えた。t詔士世界を隔てるものでなく、つなげるものなのだ。

島国臼本で生まれ育ち、島国インドネシアで感じたこと。この旅を一言で

太司、と、'1厶たちは村正でつながっている"だ。

最終日は国毎に帰国使の時間が異なり、最後に出発tる日本と中国の高校生は、タ

イ、ベトナム、マレーシア、インドネシアの生徒を炊々と見送った。ジャカノレタの空

港で、中風の生徒とも別れて、帰鬨の途についた。最'終日も体嗣不良の生徒がでて、

帰風が危ぶまれたが、何とか全員で成田に、どることができた。(巣弁也)



5,事後指導

(1)文化祭でのポスター発表

9月21侍 ao、 22臼(勵に本校で朋催された文化祭において、ポスターによ

る様告を行クた。級告すべきテーマを全員で決めた.上で、10人がそれぞれをケX寛し、

各自A沙例用紙1_枚にまとめて掲示した。資料⑩に写真を示す。

(2)全校報告会

研修旅行が夏休み中であったことに加え、 9目は文化劣鱗鄭応で生徒も多忙となり、

帰国直後には全校生徒へ報告を寸る機会を設けることができなかった。そこで、 2

学期期末試験終了後の 12月玲日(木)Ⅱ:30 ~ 12:30 に、 10月に行われた台湾研

修旅行参加者と合同で、海外研修の線告会を行うこととした。

姦佼には2学革が同時に入れる教室がないため大学の教室をお佶りし、 1・2年

生全員を対象として研修旅行の嫌子を発表した。 2午生が中心となって、インドネ

シアの4オ走が利用していたプレゼンテーションソフトを駆使した映像資料と発表原

稿を朋意L、10臼間のエコリーダーズ活動内容と成果を桜告した。緬h池)

6.調査

掃属直後の9村と、半羊余り後の20H年4月に、アンケート嗣査を実施した。 9

月の結果を資料⑫に、翌年4月の結果を資料⑬に示t。

9月の綱査では資料・⑫に加えて、次の6項目を自由記述で答えさせた。以、'ドにそれ

らの項同と匝1答0)・一部を記t。(菊池)

(1)アジア・エコリーダーズに参加して学んだこと、得られたこと

他国に行く時は、まず胸分の倒の文化や峨習について良く知り、説明できる

とうにしておくべき。

・ゴミ問題以外にも私たちが抱えている問題はたくさんありまt。私たちを国

で区別せず、みノVな同じ地球人として協力tれぱ、今回のエコリーダーズの

ようにいろいろなアイデアを共有できます。そうすれぱ解決に近づくことが

でき、人々の輸も広がるでしょう。

・プレゼン発表をして密査員の方から討輔平をいただいた時、「人を劃功、tのは難

しい」と言われ、自分の環境問題に対する意織は改められました。いっも「あ

の人がこう司、れぱ良いJという匝Uこ穹えてしまってぃましたが、そうではなく 、

「そのためにどうすれば良いのか」と老えなけれぱいけないと,思いました。

「いろいろな国の人で熊まって相談tると、 H本人だけの時よりも何倍もバラ

エティに富ノVだアイデアが出てくる」ということでt。それぞれの国によ0

て 1幣段どのような生活をしているか」「何が普通か」という基池が変わって

くるので、それぞれのものの見力も全く異なりまt。様々な文化の人と意見

を交換するのはとても有意義なごとでした。
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(2)最も印象に残った活動有意義だった活動(とその理由)

・実際にこの目でスラムやスカベンジャーを見たことは、私にとって那象深い

できごとでした。日本にはないと言0て良いほど遠い存在だ勺たものが、本

当に今もあることなのだと衝撃を受けると同時に悲しい気持ちになりました。

貧富の差が大きくなりつつある今、この社会構造を変えるにはどうしたらい

いのか、創{決することはできるのか、答えが見0かりそうに思え司二、1立きた

くなりました。

・最終処分場見学・・私としては最tψ兼だった活動でもありまtが、あの光

景は種H裟的でした。おそらく忘れることはできないと思います。私たちはあ

のようなことが起きているということを知?ていなけれぱならないと恩いま

t。

やはりディスカッションが最も印象に残0ている。朝8時から夜中2時まで

食事以外休みなしで、みんなフルに頭を使って、どうすれぱゴミ問題がより

良くなるかを真剣に話し合0たことはとても心に残0ている。どの国からの

人も店分の意見を堂々と言クて、お互いを理解しつつ、自分の考えもはっき

り言えたから七ても為、意義なディスカッションになったと思うし、とてt゛印

象に残0た。

. Discussion と PNsentation の時閤。胸分は英語力がないからとに力く迷惑

をかけないようつつしんで行動しようとしていた自分から、とにかく発信し

ていこう"という自分に変わることができた。

(3)エコリーダーズに参加して成長したこと

・列沖群内に俗分の意見を言えるようになのました。黙0ていれば誰も見てくれ

ません。絢分から冨い、意見を聞くことの大釖さを学びました。また、英語

を使う意欲が上がりました。使うことによって英語力が伸びると感じました。

・ 9日間にとても多くの人と出会0たことで、私の考えの幅や視野,力訂太が"ま

した。今まで一度も老えたことのないことが、海外では間題であったり、彼、

らは私とは違ったもののとらえ方をしていて、密分の知織の浅さや思い込み

の部分を反省させられました。他人を理解していくには宕分が相手に興味を

持ち、自分だけの苛えを押し付けないようにしないといけません。そのため

には勉強1,必要で、1-。他阿の生徒はい0もtごく勉強しているので、私も負

けずに延珂長らなけれぱと思いました。

チームでのディスカッションの中で、チームメイトが「その案だと貧しい人

は動かせても、盤かな人は動かない」と言う意見を聞いて、 1つの汚えに対

してあらゆる倶1面から物導を老えなけれぱならないと'思いました。いつでも

落卞,着いて、独蒋的にならないような物の秀え方を学リVだと.恵いま寸。
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・英語に刻'しての過度な毫q布心が消えたことば大きいと,思いまt。私は、とも

と英語を話すのがあまり得意ではなか0たので、内心プログラムに参加tる

のをとても恐れていたのでtが、 rコミュニケーションをとりたしりという気

持ちさえあれぱ「伝える、理解する」ということ捻できるんだ、ということ

がわかり、これからもどんどん異文化交流していきたいという気持ちが高ま

りました。

(4)他国(他校)の参加者との活動を通じて気付いた自分の長所および課題

・誰とでも仲良く友達になれる性格だと惰負してい主す、今回も多くの人と関

わり、染がることができたと思0ています。しかし、英語が上手く使えない点、

それによのあらゆることにチャレンジできなかった点が課題だと思いました。

ティスカッシヨンの時など、もっと意兒を発Lたかったです。

課題は多く見っかり主したが、そのーつは科井亟性に欠けてぃることです。レ

クチャーの後、他国の生徒は白ら膳殺を引き出そうと質問をしていましたが、

手厶は結局一憾もすることができ主せんでした。それと話す力、英語力が欠け

ていることでt。英語教育のしかたが遂うのだろうと思いますが、負けずに

頑張りたいと思いま司・。

. Listenin宮力が足りないこと。同じ国の人同士でかたまりやすいこと、

(5)他国の参加者との交流を通じて、アジア各国のイメージは変化したか

.中国の人たちは予想通りとても松ル卿杓だ0た。けれど1,つとがんがんくるか

と思っていたのに、とても優しい人たちぱかりで中国のイメージカシ少し変わっ

た。その他の国に関しては、あまり身近に感じていなかったが、日本のアーティ

ストやアニメを良く知0ている人がいてびっくりしたし、自分もアジアの鬮

のことについてもっと勉強しないと恥ずかしいなと思った。

.特にタイ、マレーシア、ベトナムは普段なじみのない国だが、、思ってぃたよ

り日本との共通点が多かった。 5力国に共通する点はフレンドリーで優しく

て野功§良くて素直で何でt,学ぼうと司、る意欲があること。見習いたい。

.とてt,変化が大きかった。イスラム教に対して、気付'かないうちに偏見があ0

たようで、「怖い」というイメージがどとかしらにあったのですが、皆とても

優しくて面淘いし、インドネシアとマレーシアは 180度イメージが変わりま

した。

中国も良い人ぱかりでびっくりした。メディアにまどわされてはいけない。「何

人」というアイデンティティの前に、1.人の人閥なノνだということを実感した。

(6)今後に向けて将来の抱負など

・インドネシアの情報が少なすぎる。インドネシアと日本の架け橋が足りない。
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そして私がその橋になりたいと患い始めた。東京外国語大学のインドネシア

語学科を目指すことに決めた。留学してインドネシアのことをもっと肌で感

じたい。 7午後の東京オリンピックでボランティア通訳としてインドネシア

の人を日本でサポートしたい。それが私の近い将来の目標である。

今回のプログラムでは皆仲良く付き合うことができましたが、政治上では様々

な問題t0ありまt。政治のせいで仲が悪くなるということはありませノVが、

その動きにも注冒L、他国への理解が広がれぱ良いと思いました。

・未来を担う者として、現在の努力の必要性を感じました。エコリーダーズの

みんなと、将来どこかで、世界で活凱村、る大人として会いたいと思います!

・蹴牙肌辧遜の大きさをあらためて認'般tることができ、これからの世界の役割

を扣'うのは私たち若い世代だから、し0かりとこれから先のことを考えてぃ

きたいと思った。小さなことからしか始められないと思うけれど、身近な人

から珠境問題の対策を広めていって、いつか世界中の人と同じーつの目的で

対策をできたらいいと腔、う。

・私はエニリーダーズの友達と約東をしました。「英語を巧みに使えるようにな

り、必ずみんなで再会tる」です.、今はまだエコリーダーズとしても何も大

きなことをできません。だからその分、異々の生活で出来る嘘を突行し、将来、

自分達の地球を変えられるように、意思疎通の手段の英語をマスターして力

を付けておきたいです。

フ.考察とまとめ

(1)参加生徒の選考

今回の企画は鴫U期をテーマとした多国問交流事業である。本佼の教育活動の

中では初めての取り瓶みであ0た。参加したいという意欲のある生徒がいなけれぱ

成り立たないものであるが、多くの応募があった。参加し現地で活動tるための資

質弌哨長力が応募者全員にあったかというと、そうではない生徒も散見されたが、参

加してみたいと考える意欲の島る生徒が多くいたことは].つの収穫であり、今後の

岡際交流、グローバル人材育成に0いての本校生徒のモチベーションを確認tるこ

とができた。

応募者の選晋については、特に1年生は入学直後ということもあり、判断tる資

料が不足していた。環境問題に関する興沫や関心、課題意識にっいては、今回遜肴

に当た0たのが化学・地理の教員であったため、ある程麼の専門知識を持って避老

に当たることができた。英語コミニニケーションカの評価が]_つの課題である。英

語検定の取得級、海外生活経験、入学試験の成績臼.年生)、 1年炊の英語の"鰯賓

と G・TECスコア(2年生)だけでは本当の実力をはかるのが難しかった。英語に

よる面接を行うということt,者えられたが、jお募者選老の時間的なH打題と、選考側

の英語で面接ができるスタッフの閥題で実税できなか0た。今後の検芹伝果題である。

ーフ0 -



(石井)

(2)事前指導

事前指導は時間の鼎'保と英語のトレーニングのスタッフの確保が、もっとも難し

い問腰であった。 4月15日に正式依頼状がイオン 1%クラブより届き、募集・選

苔を行い、参加者が決定したのが、 5月10日、その後耶:前学習の連絡を行った。

学校では5月下句に体育祭、 1ケ月後の6月下句には1学期期末考査など、学校行

事が続く。その合間を縫っての事前学習の進行は、スケジニール的に大変タイトで

苦しいものであった。特に期末テス 1'冬了後、夏休みにはいるまでの期間は、本校

では教育実習期間に当たっているため、終業式前日まで通常授業が行われている。

事加孚習の日程にあるように、休日も含め連日の活動とな0た。

・方、英語、のトレーニングのスタッフ確保については、当初お茶の水女子大学にき

ている留学生を活用することを考えた。英語利の専任スタッワが、今年度は1名欠員

ができており、通常の授業の展開だけで手一杯だったことによる。附属学校部長を通

じて、大学の英文科・と連絡を取り、留学生(大学院生)の派避を要望した。しかし意

志の疎通がうまくゆかず、こちらがぢぇてぃるような留学生を確保することができな

かった。そこで、 ALTのりビー先生と、ディベイトやディスカッションの指導に実

績のある作田久美子先生の恊力を仰ぐことにした。ディスカッションのトレーニンク

をお願いした米岡人と英国人の先生も作団先生のご紹介によるものである。なお、こ

れらの費用は本校教育後援会・国際理解教育補助費でまかなった。(石井)

(3)現地で

現地での活動で課題となったのは、英語力と体力である。

英語力に関しては、本校では参加者の選抜にあたり英語力は考應したものの、そ

れよりも喋境問題に対司、る意靴を重視して選んだ。一方、日本から参加したt,う1

校の都立西高では、英語によるディスカッションに参加しうる英語力を重視Lて

参加者が選ぱれており、本校の生徒の英語力とは火きな差がみられた。突際にレク

チャーやディスカッション、プレゼンテーションσメ易で、英語力のなさを痴感した

生徒が多く見られ、参加者には一定以上の英語力があることが望ましいことは確か

であろう。しかし、同じアジアの喬H交生と閏分の力の差を感じ、今後の努力にっな

げる二ともこのプログラムの意義のーつだと者えている。

英語力以上.に問駆であったのが体調管理である。約 10日間のプログラムに参加

した80人ほどの高校生の中で、大きく体朋を崩したのはほとノνどがR本からの参

加者、それも本校の生徒逹であ0た。開始直後から発熱や体調不良を訴える者があ

り、 2人はジョクジャカノレタへの移動ができず、ジャカルタにとどまることとな0

た。また、バリ島へ移動する際にも 1人が発熱し、バリの空港から病院に直行、入

院加療する*態となった。翌日には退院でき帰国のめどが立って一安心した所、ハ

リ島からジャカルタに戻る際にまた別の生徒が発熱し、インドネシアからの出国が

危ぶまれた。空港内のミ剣寮所で医師の診断を受け、幸いに出劉の許可がでたものの、
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飛行機の中でも商梨功噸硫き、キャビンアテンダントの皆様に心配とご迷惑をおかけ

した。また、本校からの引率者が1名のみであ0たため、引率教員が病人に付き添

うと、その闇他の生徒逹の指導をする者がいなくなり、西高の佐藤先生やイオン1%

クラブの関係者の皆様にお世話をおかけすることとな0た。

本校の 10人の参加者のうち体調を崩した者は4名にのぽったが、彼女らは日本

の学校生活では健康上の問題はほとんどない生徒であった。直前の部活動の合宿に

よる疲労の帯枯、冷房による建物内外の温度差、慣れない食事、長隠措1に及ぶ研修

日程や長1院雛の移動、全て英語という環境など、普段は健康な生徒でも負担が大き

かったものと思われる。しかし、同じ条件で渦ごt他国の生徒や西高の生徒迷は概

ね娃康であったことを思うと、本校の生徒の弱さは明らかである今後の参加者に

は衆境の変化に耐えうる心身の強さ、自己管理能力の高さが求められる。(菊池)

(4)事後指導

本校ではこうしたプログラムに参加した経験がなく、郭前準備の期閻も短かった

ため、どのように京後のまとめを行えぱ良いの小、参加前にきちんと想定して碓鄭市

することができなか0た。また一届国直後に文化祭、ダンスコンクールと大きな行

事が村Kため、・事後指導のために生徒を集めることも難しく、ブログラムの成果を

参加者で共有することも、他の生徒たちに還元することも十分にできなかったのは

大きな反省点である。事後の反省、成果の共有、祭告、発信までを想定して、プロ

クラムに臨めるよう、改善していくことが必要である。(菊池)

(5)今後に向けて

今回の企画のような多鬮"0交流専業は、実践結果から、グローバノレ人材育成にとっ

て大変有勤なものであることがわかる。しかし提携校との交流などとは異なり 小、

校"U立で企画・計1繭・実施することは難しいものである。「イオン 1%クヲブ」と

いうグローバル企業の社会貢献組織が主催されたことの意幾は大変大きく、このよ、

うな企画に本校の生徒10名が参加できたことは大変ありがたいことであった。

また、現地に出向く実施の期間は10日間であるが、生徒募集から選老、事前指導、

実施、事後指導の一連の流れのtべてがグローノ勺レ人材育成には重要であることも、

今回の実践を通じてより強く認識することができた。争噛併旨導・事後指導'のプロク

ラムをどれだけ充実したものにできるか、成果を、上げる鍵である。

幸い新年度もイオン]%クラブからは参加要請をいただくことができた。また、

文部科・学省のスーパーグローバルハイスクールに指建を受けることができた。この

取り組みもスーパーグローバノレハイスクールの研究の一環としてイ立遣付け実施tる

こととなる。具体的には2年生で行う「グローバル総合」のli掬主として、授業の

中で計画的に事前指導'郭後指導.を行う。大学の環境問題の専門家にも協力が得ら

れる。また、課題の]つである英語コミュニケーションカの強化にっいては、お茶

の水女子大学に在籍する外謬ν>詔学生の活用、外国語eーラーニングシステムの活

用などを試みる。写新麦指導と成果の発信にっいても、ホームページの活用などの方
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法もぢぇられる。

さらにこのようなプログラム全体を下支え寸るの力Vセ徒の興味・関心・意欲の強

さであることも再ヨ翫哉tることができた。この士台を育てるのは、本校の教科全体

で行0ている教養教育や、生徒主体の学校行事であると考えている。

鞁後に、今回の国際交流を企仰i・実施してくださった、イオン1%クラブ出務局

長の友村■生様、小林美佳様はじめ事務局の皆様に感謝申し上げるとともに、引き

続きご援助をいただくことをお願いして結びとする。(石井)
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資料①選考資料

2013.5.2

イオンニコリーダーズ応募の皆さんへ

応募者が多数でした。また、プログラムには「英話のレクチャーを聴いたあとそ、

の内容について英語でディスカッションを行い、その結果を発表する」という内容が
含まれ、環境問題に(今回のテーマはゴミ問題)関する強い興味・関心・意欲、相応
の英語力が要求されていまt。これらを中心に選考を行いまt。選老の資料となる以
下の項剣について回答し、 5/フ(火) 8tl0までに副校長石井に提出して下さい。

】_,環境問題に関する興味関心にっいて

「アジアを中心とtる衆境問題とくにゴミ問題にっいてあなたの考え、今回主張
したいと思うことを述べて下さい。」

2.英検等、英語力を客観的に示すものがあれぱ示して下さい。 2年生は1年次の成
績について皮己市告して下さい。

,芯1吾1 ( )教養基礎英語1( ) GTECスコア(

3.以下の項目について自欝評価をして下さい。

①喋境問題に対する興味寸謁心・意欲
7 6 D

とても高いかなり高い高い

)才(

②央而吾,のコミュニケーショ ンカ

7 6 5

とても高いかなり高い f腎]し、

③今鬮のプログラムへの参加意欲
7 6 5

とても高いかなり高い姦い

1

低い

4,海外在住経験等があれぱ習ル、て下さい。

①期間( )才(

②在住国名(

③現地での使用言語等(

4

やや高い

)ケ月

3

普通

4

やや高い

2

やや低い

3

誓ξ通

ーフ4
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やや局い

年

1

低い

2

やや低い

3

普通

)ケ月~(

低い

番

やや低い

氏名
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資料②事前学習

事儒学習レポートとその発表会

a)学習内芥

1)斉分が住ノ,でいる自治休のゴミ収集について、,得べる。

分別方法・収集力法、収染されたゴミのh方、ゴミ処理の料余、

ゴミ処理 f算・施股・従寸三者、貸源ゴミの活則、ゴミ収染の歴史

(変化)、他の白捺体七比較しての"敬と課甑など

2) H永のゴミ処理の1疹史、 3 R (5 Rなど)活動の現状と課題

3)その他名当の興味関心、に応じて

(幻"創_Ⅱレポートおよび発央会讓備

1) A'1サイズの原稿那紙・レポート朋紙などにまとめる。

〔5枚以上)

2)ワーブロ、パソコンの仙用01

ただしコビー&べ」・スト禁1上(引削、参照は明碇に)

3)発厶用のレジュメを作成一とる. B4 サイズ2枚以内

4} 5分嗣の発la京稿を作成する。

(パワーボイントをし.-r使用すること)

(3〕口促

0 事前字習レポートの概鼎英語版の礎出 フ/斗軌0

2)'"1獅学習レホートヨ本語版の提出 フ/8 (1D

3)レポ、ート0y既要英語版のA I,T リ ビー先生のチ=ツク後の返却と

レクチ・Y-・フ/11 (木) 1 5 00~ 6 1,1. 1J'

4)事解学習レポート発表会

フ/ 1 2 仏" 1 5:3 0~ 1 7:30 託会科宅

(2) H程

1)フ/1 3 (・k) 9:3

2)フ/15 UJ) 9:3

誹部:作田先'k、 Ki御さん

2.英譜によるディスカッションのトレーニニング

(1)内奔と講師

1)英語飯レポートおよび兆心凉稿に基dくディスカッシ"ン

幻作田久美チ數諭{本校英治科非常勤;鄭羽、 Kimさん(米田人女

姓)、 A訂伽さノν(英国人屶性)

3.インドネシア研究音による現地斗H青のレケチャー

4,そのイ也

( D タイの劉学牛によるタイ打姑のレクチ七一

フ/ 1 0 併0 1 5:3 0~ 1 6 ; 30 社会科主

(2)参加小徒保護者事前説明会

フ/ 1 3 (土) 11:30~1 2 ! 00 応接峯
(3)イオン 1%クラブに上る*前説明会

フ/19 (金)お柴の水女千k学附馬姦等学校 3陪社会科室

1) 1 5:00~ 1 6:00 出1狗勉弥会

イオングルーブ瑞境礼会女献部中ノ鯉了・

「東京ゴミ出仙:ゴミ分別に関わる怯体制の経鍵と現状にっいて」
2)」6:15~16 ブログラム説明会45

(D 7/1 UD

{ 2 }フ/ 2 (ヅ0

0~12:00

0~12:00

(米叫人女性)、

Cり 7/3 側0

[ 8:0 0~】 9:00

アCople、 cily,Ⅱislo!y ilvofJ丑kar加

18:00~19:00

Campon life、、、'丑ler、 garbagc at chikini

18:00~19:00

Problems on u[ban ponds i11 J社karla

講師:インドネシア研究打

( 4 )

1,1.敏室

1,1,教讐.'

Aaron さん(英田人男性)

フ/1、1 (日) 1 7 ; 00~】 8:00

インドネシア1"沽について轟帥:祥側泉大樹氏

(四高牛業生か0西商生徒保護打、雜済産業省勤務、

インドネシプ在住編あり)
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資料@
140409

1 エコリ

エコリーダーズ参加者アンケート

ダ ズに参加Lて、どのような意織の変化がありましたか。(複数回芥可)

海外の文化や歴史への興味関心が広がった
2 日本の文化についても興味・関心が広がった
3 国際政治や外交などへの興味・関心が広がった
4 国際的な経済活勳への興味・閏心が広がった
5 環境問題など国際的な課題への興味'関心が広がった
6 留学したいと思うようになった

7 海外で働きたいと思、うようになった

8 語学力を高めたいと思うようになった
9

10

2

誰とでもコミュニケーションできる積極性を持ちたい

)年(

訂

その他

姑倒後に愆敬の変化を何らかの行動に移せ主したか。守夏数回響可)

特に変化は無かった

)矧 氏名(

海外のニュースや記事を積極的に視聴

関心を持ったテーマについて自主的に学ぶようになった

講演会やセミナーに積極的に参加ずるようになった
L^冒〒「^^「〒Y,^■^■■冒冒■■.,■号^■^^^^^^^■^■■^^■■"ー^^^区」〒区「+^冒^,^冒^■■,^■■^冒■■冒,

4 授業に積極的に取り組むようになった

N0 1人

語学力を高める努力をするようになった

英語の検定試験を受けるようになった
■」■」」ーーー区^,^一「一r-^冒r^■■冒,■冒,■冒,冒..■■号闇^^、■^^^叫^^■^^Ⅱ"^区」」"ーー区'ー^_

2グ)ラ、ーヤ同答

人数

7 研修で知り合った友人と連終を取り続けている
8

10

斗の科丹について

50)英語以外の外国語

その他

6

」■■区」ーーー区^L「一Y一■^■〒酢冒^^.冒、■^^^^^^^.^^^^■■■"■^」区」ーーL^"ーー区^

3 意織や行獣の変化は粘果として炎れましたか
Y E S

5

8

4

'アジア劉のニュースに興畩を持0ようになタ〕ました。身近な工二活動を白分でtるようになり

3

10

・ G-TEc d)スロアが、 7 段1塔小 7 にな 0 た!

'ジャカルタで、尖際にスラムに寸、んでいる人を見て、どうしたら貧しい人が少なくなるのか門
え、知散を捫やそうと'ル演に行0たわした。主た、英1讓・の G-TEC では鯱高の G血de7 を取将で

アジアの賜発途上凶に0いて

目中鬨係、国連

英語 6 世界史 2 日本史

巾国語 2

8

0

・アジア人に対寸る認磁=身近に感じるようにな0た、 G-TEC の成績が上がった,
海外についてのニニースを祐雄的に聞くようになウた。

'今まで「私に無卯」と初めから決め0けていた{。のを、一座チャレンジしようとtるようにな
0 た。そこから新しい 1,のが見えてくると矧.う。

.しぱらく検建など誌受けていないが、英屯'nをあれから寸・ごく党え姑めた'海"ビデオもよく
見てμをきたえている。

'環範肌1題にっいて、0 と因果ル訓系なども深く知りたい上忠、うようになり、さらに東南アジアの

ニニースに0いても0 と典畉を持っようになった。そして自分白身も少しでもいいので璋境改
祥の取組が行えるよう、身近なと二ろから点泳してい主寸。

・初めて' TOEIC を受けて 6 3 5 点取るととができたから。

N O ・英諾'の学習を村α,ているが、テストなどでは特に反映されていなか0たから。

79 -

き

人數

8

7

主した

環境と継済活動の両立について

浮批絵・仏像

地理 2

9

Ye5 9人
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4 意欲や興昧・闇心の商まりは現在も和菟発していますか。
鯲由

q征外の友注上連絡を取り合0たり、インドネシアに0いてのニュースを見たりする応に、この

ブ迄グラムを思い出 L、今もそれが自分の中でモチベーションにな0てぃま寸,

、英語1糾寺にスヒーキング、りスニングを撰点灼に勉強しているから

・ U本文化に0いて他田の人に説明できるようになりたいと理い、浮世絵やg、惚に0いて調べ、
友遂と見に行0た"している。

・ジャカルタやエコリーダーズの子述の凶にっいての纛散が1制ま0たから、ニュースなどでも千貫
極的1こ見ている。

・段境に興味が出た。

リ ダーズにな加して、 n分の力を発抓tることがあ主りできなかった後悔の気持ちが為:エコ

打、りべンジL・たいからH 知り令0た友注と述絡を敵り統けているから意欲は縛れない,

・より広い続野を持てるようになり、洛外に行くためには、今のままではだめだと感じ統けてぃ
る冴、 t) う

統めない英単■吾があると悔しく思うようになり、毎H 英単語帳を打うて勅強してぃる。
.靴境問題に0いて海外にも目を向け、参加した二とで知繊や苛えが深まったので、よの詳しく
細かい所も知りたいと思うようになったし、まだまだΠ分の知識が 11'い点も狛Ⅱ心させられたの
で、広い祝野を持って知"たいという気持力が強いで一上。

.昨年は*師所の英1蔀挙習をもっとしておけぱ良かったという後悔がありました。剥き敗れない、
話せないが多か0たからで、上.だから今午も尋加したいです!!

'1業廃1村題については 3、 4 に認述している通り、これからしっと追求 Lてぃきたい。他凶のノi
との会話のツールとしノCの英語の翫要さが牙に染みて感じられ,た。Ⅱ八にいるだけではやはり

わからない大切さがわかり、これからはもっと点轟して使える英語の学留に力を入れたいと思

う。他に1,.偶本の文化や他岡の虻化を知ることで、お互いのことを研!解 Lあい、そこからまた

'前を深めることができた。ニコリーダーズにな加したことで今の"分がどうあってこれか、

らどぅすれぱ良いのかが兄えたような気がし主ナ。

・仙1加吐、譜'学力をも 0 と上げたいと思うた。海外の友懲ができた。他圏を身近に感じるように
な0た,

80

Yes l0人

5 エコリーダーズは、あなたにと0てどん女恵丁味を持ちました小、

・忠コリーダーズの参加名がとても殖極的で学力も商く、本当に束嚇融を受けました.自分の仏え
たいことがあ0ても完壁に伝えられないもどかしさも感じていました。肉分をより,制めたいと

向上心を持0ようになうたと鼎、いま寸。また、人来の目的で島る毅境問題にも矧1識を深めるこ
とができ ということにむ興峡がわき案 Lた。L 二1;

、

.靴境問題にっいて琶える機会とな0たのはも力ろん、1司作代の様々な圃から来た学牛と話せた
ということが人きかった""分の芙語力が地国の学生と比べて低いととも認隙し、学習に対L
意欲{,ました.

'海外にはいろノνなすごい人がいるから、 H本にとどま七ているのほもったいないと身を以て感
じ、継絖して意滋的に勉強寸るモチベーションにな0た。

,フジア諸河の1司年代の人に比べたら自分は厶当に、桃カマ。ないし、英語もできないしで、寸ご
く俳ち込んだけど、いつか1士悩界で1"際的に働きたいと姪、つているので、そのために、今何を
すべきか、とか、「できる」同{1三代に.近一づくためにはどウいうことが必要なのかおえさせられ

た。木当に良い体験だ0たと思う。

、とりあえずやってみれぱ、必ず白分にイ"肋、残るっていうことを心から感じ求した.
'じ1分の英語ノJ、=ミニニケーシ"ン能力の挽紘を知らざれた,もっと頑張らなければいけない
という気持力にさせられた。

・広い悦野を持っことができた.海外で友途が齡えた。噂q二ちょ0 と近ガけられた。英'の大釖
さを禁牙盧Lた、

・海外の学染の勉強への熱心さを受け、虫分の学習への点,罷を高めた。祐極的にな"たいと恕、う

NO 0人

た
0


